
大井町埋蔵文化財取扱マニュアル 
※Q&A についても併せて御確認ください。 

 

１ 埋蔵文化財の有無の照会 

・町内で事業を計画されている方は、その場所が「埋蔵文化財包蔵地」（以下、「包蔵 

地」という）の範囲内かどうかを町教育委員会（生涯学習課）で照会してください。 

・「照会」は、どなたでも可能です。また、メールＦＡＸなどでも対応しています。 

 

～埋蔵文化財包蔵地とは～ 

地表面での遺物採集などの過去の様々な調査結果をもとに作成したものです。 

よって、毎回の調査のデータを取り入れ、常時変更を行っています。 

事業を計画される皆様は、常に最新のものを使用してください。 

 

２ 包蔵地の範囲外の場合 

・工事の最中に遺跡やそれに類するものを発見した場合は、速やかに町教育委員会（生 

涯学習課）まで報告してください。（文化財保護法第96 条第1 項） 

 

３ 包蔵地の範囲内の場合 

・文化財保護法第93 条第1 項の規定に基づく 届出 が必要になります。 

→ 工事着手の 60 日前 までに、「埋蔵文化財発掘の届出」を 2 部 提出してくださ 

い。なお、それぞれに必要な図面を添付してください。 

・事業計画地の一部が包蔵地に該当している場合は、事業計画地すべてが該当している 

ものとします。 

・届出に基づき、工事計画が遺跡に与える影響について検討します。 

影響がある場合 → 試掘調査 

影響がない場合 → 工事立会 もしくは 慎重工事 

 

４ 試掘調査について 

・「試掘調査」とは、事業計画地に遺跡があるかどうかを確認する調査です。遺跡に対 

して影響がある工事範囲の約１割程度の広さを掘削します。なお、工事計画にもよりま 

すが、概ね１日から数日程度で終了します。 

・試掘調査は、原則として費用はかかりません。 

 



５ 工事立会・慎重工事について 

・遺跡に影響がない工事や試掘調査の結果遺跡が確認されなかった場合は、これらの 

行政指導になります。「工事立会」は、町担当者及び県学芸員が工事着手の際に届出ど 

おりの施工になっているかを確認します。「慎重工事」は、町担当者及び県学芸員が立 

会わない通常どおりの工事を指します。 

 

手続きの流れについて 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 照会の結果、包蔵地外であった場合、届出等の手続きはありません。 

ただし、工事中に遺跡等を発見した場合は、法第96条第1項の届出義務を負います。 

※2 工事計画や現地の状況によって日数については多少前後します。 

詳しくは町担当者と個別に協議を行ってください。 

 

 

 

 

問合せ 大井町教育委員会生涯学習課 

電話： 0465 - 83 - 5409（直通） 

ＦＡＸ： 0465 - 82 - 3290 

Ｍａｉｌ： shougaku@town.oi.kanagawa.jp 

埋蔵文化財は、いったん土地の形状を変えてしまうと、復元が不可能な性格を有しています。町教育委員

会では、手続きや発掘調査期間の短縮、費用負担の軽減について、可能な限り努力をしておりますので、

埋蔵文化財の保護のため、事業者のみなさまの御理解と御協力をお願いいたします。 

 


